
授与する学位の名称 博士（工学）〔Doctor of Philosophy in Engineering〕

人材養成目的

学位プログラムにおける教育・研究を通じて、情報技術の多様な分野に関して深い専門性

を持ち、国際的にも通用する知識と専門的研究能力・実務能力を持ち、独創性と柔軟性を

兼ね備え、これらを活用して特定の領域における問題に対して情報学的アプローチによって

その解決をリードすることができる人材を育成することを目的とする。

養成する人材像

情報技術の幅広い分野にわたる専門的知識と先端的技術力を持ち、専門分野に関する

高いコミュニケーション能力とプレゼンテーション能力、研究開発を遂行するための高度な能

力を備え、これらの知識と能力を応用して、実社会の様々な問題の解決をリードすることので

きる研究者および高度専門職業人等の人材。

修了後の進路

本プログラムを修了した博士人材は、教育・研究機関において情報学あるいは理工学の

先端研究及び教育を主体的に行い、革新的な新技術の開発を行う。また、情報学における

共通基盤技術および先端専門技術に加え、理工学のいずれかの問題領域における専門的

知識を活用し、教育・研究機関、企業・団体、官庁・自治体において分野を超えた社会の諸

問題の情報技術による解決を先導する。

ディプロマ・ポリシーに掲げる
知識・能力

評価の観点 対応する主な学修

1. 知の創成力：未来の社会
に貢献し得る新たな知を
創成する能力

① 新たな知の創成といえる研究成果等がある
か

② 人類社会の未来に資する知を創成すること
が期待できるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，研究型インターンシップ
I/II，博士論文作成，学会発表，インター
ンシップ参加等

2. マネジメント能力：俯瞰的
な視野から課題を発見し
解決のための方策を計画
し実行する能力

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て，
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し，俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，研究型インターンシップ
I/II，達成度自己点検レポート，インター
ンシップ参加等

3. コミュニケーション能力：
学術的成果の本質を積
極的かつわかりやすく伝
える能力

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対し
て，研究内容や専門知識の本質を分かりや
すく論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに，質問に的確に答え
ることができるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，研究型インターンシップ
I/II，学会発表，インターンシップ参加等

4. リーダーシップ力：リーダ
ーシップを発揮して目的
を達成する能力

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し，リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，研究型インターンシップ
I/II，TA/TF 業務経験，学会やセミナー
等での質疑応答

5. 国際性：国際的に活動し
国際社会に貢献する高い
意識と意欲

① 国際社会への貢献や国際的な活動に対す
る高い意識と意欲があるか

② 国際的な情報収集や行動に十分な語学力
を有するか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，国際研究プロジェクト，
国際会議参加，外国人（留学生を含む）
との共同研究，TOEIC 得点，海外インタ
ーンシップ等

6. 研究力：情報技術の幅広
い分野に関する高度かつ
先端的な専門知識と技術
を背景に自ら新分野に関
する新たな課題を発見す
るとともに、それを解決す
るための計画を自立的に
立案し、着実に実行でき
る能力

① 情報理工学分野における新たな問題を発見
し，それに対して適切な研究課題を設定でき
るか

② 情報理工学分野の研究開発を行うための先
端的な専門的な技術を有しているか

③ 情報理工学分野の新たな問題に対して研究
計画を立案し，それを着実に遂行して有効
な成果を上げることができるか

④ 国際的な場において研究成果を英語でプレ
ゼンテーションし，英語でディスカッションが
できるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，学会発表等，学位論文
作成

7. 知識力：情報技術の幅広
い分野に関する高度かつ
先端的な専門知識と技
術、およびそれを運用す
る能力

① システム情報工学分野の専門的な知識を持
っているか

② 情報理工学分野における先端的な専門知識
および技能を持っているか

③ 自身が持つ専門知識および技術を適切に運
用することができるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，研究群共通科目，学位
プログラム専門科目，学会発表等，学位
論文作成
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知識・能力

ディプロマポリシー

筑波大学大学院学則及び関係規則に規定する博士後期課程の修了の要件を充足したうえで、次の知識・能力を有すると認められた

者に、博士（工学）の学位を授与する。
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8. 倫理観：情報技術の幅広
い分野に関する専門的倫
理観

① 研究者倫理および技術者倫理について理
解し，遵守しているか

② ヒトを対象とする研究に関する倫理と研究に
必要な手続きについて理解しているか

③ 情報理工学分野における倫理的問題に対し
て深い関心と知識を持っているか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，INFOSS 情報倫理，CITI 
Japan 

学位論文に係る評価の基準

以下の評価項目すべてが満たされていると認められるものを合格とする。

＜学位論文の審査に係る基準＞

1．コンピュータサイエンス分野の国際的な研究動向および先行研究の把握に基づいて、当該研究の意義や位置づけが明確

に述べられているか。

2．コンピュータサイエンス分野の学術的、社会的発展に寄与する、新規性、創造性、応用的価値を有した研究成果が、学術論

文として発表するのに相応しい量含まれているか。

3．研究結果に対する考察が妥当であり、その信頼性が十分に検証されているか。

4．研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論にいたる論旨が、論理的かつ実証的に展開されているか。

5．論文に用いられた文章表現が的確であり、文献や図表等は引用元が明示された上で正しく引用され、学位論文（博士）とし

て相応しい形式にまとめられているか。

＜最終試験に係る基準＞

【研究力】情報技術の幅広い分野に関する先端的専門知識と技術が身についているか。

【研究力】自ら新たな分野の課題を発見し、それを解決するための計画を立案し、着実に実行できたか。

【知識力】情報技術の幅広い分野に関する高度な専門知識と技術、およびそれを運用する能力が身についたか。

【倫理観】情報技術の幅広い分野に関する教養的倫理観が身についたか。

【コミュニケーション能力】物事を的確にわかりやすく伝え、高度に専門的な議論ができる能力が身についているか。

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞

博士論文審査委員会の審査委員は 5 名以上、内 3 名以上は教授とする。主査と副査 2 名以上はシステム情報工学研究群

教員とする。主査は教授（研究指導担当教員）とする。なお、主査、副査はすべての審査委員を情報理工学位プログラムの教

員とするのではなく、他学位プログラム、他研究群、学外の審査委員のどれかのカテゴリの審査委員を少なくとも 1 名を加える。

主査は、博士論文審査委員会を開催し、学位論文の審査に係る基準に従い論文を審査し、合否判定を行う。上記 1.～5.の

評価項目すべてについて、学位論文（博士）としての水準に達していると認められるものを、最終（口述）試験を経た上で合格と

する。

カリキュラム・ポリシー

「情報」の生成、処理、利用を目的とした、計算機、ネットワーク、セキュリティなどの基盤的な技術から、Web アプリケーショ

ン、ユーザインターフェース、音声画像認識、高性能計算といった応用技術までをカバーする、数理情報工学、知能ソフトウェ

ア、ソフトウェアシステム、計算機工学、メディア工学、知能・情報工学に関する専門知識と研究能力、工学分野の幅広い基礎

知識と倫理観を備えるとともに、博士論文作成に向けた研究指導を通して、理工情報生命の中の複数分野にわたる広い視野

に立って問題を発見し解決できる人材を養成するための教育を行う。

教育課程の

編成方針

・本学位プログラムでは、「必修科目」および「専門科目」を設けている。

・「必修科目」では指導教員のアドバイスを受けながら研究活動を行うとともに、関連分野のサーベイ等を行う。

これにより知の活用力、マネジメント能力、コミュニケーション能力、チームワーク力、工学基礎力、情報分野

の知識・技術、専門分野の探求力、プレゼンテーション能力、理工系の知識・技術を修得する。

・「研究セミナー」において、英語での研究発表や議論を通して、コミュニケーション能力、国際性、プレゼンテ

ーション能力を習得する。

・「研究型インターンシップ I/II」では、他大学や研究所等に滞在して研究活動に従事することで、マネジメント

能力、コミュニケーション能力、リーダーシップ力、国際性、情報分野の知識・技術、専門分野の探求力、プ

レゼンテーション能力を習得する。

・「異分野研究室インターンシップ I/II」では、理工系の研究室へ滞在し研究活動に従事することで、コミュニケ

ーション能術、専門分野の探求力、プレゼンテーション能力、理工系の知識・技術力を習得する。

・「大学院共通科目」、「学術院共通専門基盤科目」、「研究群共通科目群」等を通じて、多様な分野に関する

深い専門的知識や技術力を身につける。

・TA（Teaching Assistant）や TF（Teaching Fellow）の活動や研究室での後輩への研究指導などを通じて、マ

ネジメント能力を身につける。
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養成する人材像

情報技術の幅広い分野にわたる専門的知識と先端的技術力を持ち、専門分野に関する

高いコミュニケーション能力とプレゼンテーション能力、研究開発を遂行するための高度な能

力を備え、これらの知識と能力を応用して、実社会の様々な問題の解決をリードすることので

きる研究者および高度専門職業人等の人材。

修了後の進路

本プログラムを修了した博士人材は、教育・研究機関において情報学あるいは理工学の

先端研究及び教育を主体的に行い、革新的な新技術の開発を行う。また、情報学における

共通基盤技術および先端専門技術に加え、理工学のいずれかの問題領域における専門的

知識を活用し、教育・研究機関、企業・団体、官庁・自治体において分野を超えた社会の諸

問題の情報技術による解決を先導する。

ディプロマ・ポリシーに掲げる
知識・能力

評価の観点 対応する主な学修

1. 知の創成力：未来の社会
に貢献し得る新たな知を
創成する能力

① 新たな知の創成といえる研究成果等がある
か

② 人類社会の未来に資する知を創成すること
が期待できるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，研究型インターンシップ
I/II，博士論文作成，学会発表，インター
ンシップ参加等

2. マネジメント能力：俯瞰的
な視野から課題を発見し
解決のための方策を計画
し実行する能力

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て，
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し，俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，研究型インターンシップ
I/II，達成度自己点検レポート，インター
ンシップ参加等

3. コミュニケーション能力：
学術的成果の本質を積
極的かつわかりやすく伝
える能力

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対し
て，研究内容や専門知識の本質を分かりや
すく論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに，質問に的確に答え
ることができるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，研究型インターンシップ
I/II，学会発表，インターンシップ参加等

4. リーダーシップ力：リーダ
ーシップを発揮して目的
を達成する能力

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し，リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，研究型インターンシップ
I/II，TA/TF 業務経験，学会やセミナー
等での質疑応答

5. 国際性：国際的に活動し
国際社会に貢献する高い
意識と意欲

① 国際社会への貢献や国際的な活動に対す
る高い意識と意欲があるか

② 国際的な情報収集や行動に十分な語学力
を有するか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，国際研究プロジェクト，
国際会議参加，外国人（留学生を含む）
との共同研究，TOEIC 得点，海外インタ
ーンシップ等

6. 研究力：情報技術の幅広
い分野に関する高度かつ
先端的な専門知識と技術
を背景に自ら新分野に関
する新たな課題を発見す
るとともに、それを解決す
るための計画を自立的に
立案し、着実に実行でき
る能力

① 情報理工学分野における新たな問題を発見
し，それに対して適切な研究課題を設定でき
るか

② 情報理工学分野の研究開発を行うための先
端的な専門的な技術を有しているか

③ 情報理工学分野の新たな問題に対して研究
計画を立案し，それを着実に遂行して有効
な成果を上げることができるか

④ 国際的な場において研究成果を英語でプレ
ゼンテーションし，英語でディスカッションが
できるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，学会発表等，学位論文
作成

7. 知識力：情報技術の幅広
い分野に関する高度かつ
先端的な専門知識と技
術、およびそれを運用す
る能力

① システム情報工学分野の専門的な知識を持
っているか

② 情報理工学分野における先端的な専門知識
および技能を持っているか

③ 自身が持つ専門知識および技術を適切に運
用することができるか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，研究群共通科目，学位
プログラム専門科目，学会発表等，学位
論文作成

8. 倫理観：情報技術の幅広
い分野に関する専門的倫
理観

① 研究者倫理および技術者倫理について理
解し，遵守しているか

② ヒトを対象とする研究に関する倫理と研究に
必要な手続きについて理解しているか

③ 情報理工学分野における倫理的問題に対し
て深い関心と知識を持っているか

情報理工後期特別研究，情報理工後期
特別演習 A/B，INFOSS 情報倫理，CITI 
Japan 

学位論文に係る評価の基準

以下の評価項目すべてが満たされていると認められるものを合格とする。

＜学位論文の審査に係る基準＞

1．コンピュータサイエンス分野の国際的な研究動向および先行研究の把握に基づいて、当該研究の意義や位置づけが明確

に述べられているか。

2．コンピュータサイエンス分野の学術的、社会的発展に寄与する、新規性、創造性、応用的価値を有した研究成果が、学術論

文として発表するのに相応しい量含まれているか。

3．研究結果に対する考察が妥当であり、その信頼性が十分に検証されているか。

4．研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論にいたる論旨が、論理的かつ実証的に展開されているか。

5．論文に用いられた文章表現が的確であり、文献や図表等は引用元が明示された上で正しく引用され、学位論文（博士）とし

て相応しい形式にまとめられているか。

＜最終試験に係る基準＞

【研究力】情報技術の幅広い分野に関する先端的専門知識と技術が身についているか。

【研究力】自ら新たな分野の課題を発見し、それを解決するための計画を立案し、着実に実行できたか。

【知識力】情報技術の幅広い分野に関する高度な専門知識と技術、およびそれを運用する能力が身についたか。

【倫理観】情報技術の幅広い分野に関する教養的倫理観が身についたか。

【コミュニケーション能力】物事を的確にわかりやすく伝え、高度に専門的な議論ができる能力が身についているか。

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞

博士論文審査委員会の審査委員は 5 名以上、内 3 名以上は教授とする。主査と副査 2 名以上はシステム情報工学研究群

教員とする。主査は教授（研究指導担当教員）とする。なお、主査、副査はすべての審査委員を情報理工学位プログラムの教

員とするのではなく、他学位プログラム、他研究群、学外の審査委員のどれかのカテゴリの審査委員を少なくとも 1 名を加える。

主査は、博士論文審査委員会を開催し、学位論文の審査に係る基準に従い論文を審査し、合否判定を行う。上記 1.～5.の

評価項目すべてについて、学位論文（博士）としての水準に達していると認められるものを、最終（口述）試験を経た上で合格と

する。

カリキュラム・ポリシー

「情報」の生成、処理、利用を目的とした、計算機、ネットワーク、セキュリティなどの基盤的な技術から、Web アプリケーショ

ン、ユーザインターフェース、音声画像認識、高性能計算といった応用技術までをカバーする、数理情報工学、知能ソフトウェ

ア、ソフトウェアシステム、計算機工学、メディア工学、知能・情報工学に関する専門知識と研究能力、工学分野の幅広い基礎

知識と倫理観を備えるとともに、博士論文作成に向けた研究指導を通して、理工情報生命の中の複数分野にわたる広い視野

に立って問題を発見し解決できる人材を養成するための教育を行う。

教育課程の

編成方針

・本学位プログラムでは、「必修科目」および「専門科目」を設けている。

・「必修科目」では指導教員のアドバイスを受けながら研究活動を行うとともに、関連分野のサーベイ等を行う。

これにより知の活用力、マネジメント能力、コミュニケーション能力、チームワーク力、工学基礎力、情報分野

の知識・技術、専門分野の探求力、プレゼンテーション能力、理工系の知識・技術を修得する。

・「研究セミナー」において、英語での研究発表や議論を通して、コミュニケーション能力、国際性、プレゼンテ

ーション能力を習得する。

・「研究型インターンシップ I/II」では、他大学や研究所等に滞在して研究活動に従事することで、マネジメント

能力、コミュニケーション能力、リーダーシップ力、国際性、情報分野の知識・技術、専門分野の探求力、プ

レゼンテーション能力を習得する。

・「異分野研究室インターンシップ I/II」では、理工系の研究室へ滞在し研究活動に従事することで、コミュニケ

ーション能術、専門分野の探求力、プレゼンテーション能力、理工系の知識・技術力を習得する。

・「大学院共通科目」、「学術院共通専門基盤科目」、「研究群共通科目群」等を通じて、多様な分野に関する

深い専門的知識や技術力を身につける。

・TA（Teaching Assistant）や TF（Teaching Fellow）の活動や研究室での後輩への研究指導などを通じて、マ

ネジメント能力を身につける。

情報理工後期特別研究，情報理工後期

特別演習A/B，INFOSS 情報倫理，APRIN

・ 本学位プログラムでは、 「必修科目」および「専門科目」を設けている。

・ 「必修科目」では指導教員のアドバイスを受けながら研究活動を行うとともに、関連分野のサーベイ等を行う。

これにより知の活用力、マネジメント能力、コミュニケーション能力、チームワーク力、工学基礎力、情報分野

の知識・技術、専門分野の探求力、プレゼンテーション能力、理工系の知識・技術を修得する。

・ 「研究セミナー」において、英語での研究発表や議論を通して、コミュニケーション能力、国際性、プレゼンテ

ーション能力を習得する。

・ 「研究型インターンシップI/II」では、他大学や研究所等に滞在して研究活動に従事することで、マネジメント

能力、コミュニケーション能力、リーダーシップ力、国際性、情報分野の知識・技術、専門分野の探求力、プ

レゼンテーション能力を習得する。

118



学修の方法

・プロセス

・各学生は、指導教員のアドバイスを受けながら、各専門分野における研究課題を設定し研究を進める。

・研究セミナーにおいて、自身の研究の中間結果を英語で発表し、参加教員および学生からフィードバックを

得ることで、研究のブラッシュアップを行うとともに、英語によるプレゼンテーションおよび議論のスキルを向

上させる。

・研究成果は、国内外の査読付き雑誌論文または査読付き国際会議に投稿することで、研究の成果をアピー

ルするとともに、論文執筆およびプレゼンテーションのスキルを磨く。

・「研究型インターンシップ I/II」を受講し、企業や大学、研究機関等において研究業務に従事することで、異

なる環境における研究経験を積むとともにコミュニケーション能力などを向上させる。

・「異分野研究室インターンシップ I/II」を受講することで、自身の専門とは異なる、理工系分野の企業や大

学、研究機関等において研究業務に従事することで、異分野の知識を肉付けするとともにコミュニケーション

能力などを向上させる。

学修成果の

評価

・学修成果の評価は「達成度評価シート」に基づいて行われる。

・1 年次および 2 年次終了時点において指導教員とともに達成度評価シートをチェックし、その時点での達成

度を確認する。

・必修科目「情報理工後期特別研究」、「情報理工後期特別演習 A」において、指導教員により、研究の進捗

に関する確認を受ける。

・「情報理工後期特別演習 B」において研究の中間発表を行い、評価を受ける。

・最終審査においては、別途定める学位審査基準に基づいた審査を行うとともに、審査委員会によって達成度

評価シートをチェックする。

アドミッション・ポリシー

求める人材 本プログラムでは、情報分野に関する専門的知識と技術力、および理工学のいずれかの問題領域に対する

強い関心を持ち、専門的知識や技術力、専門的研究開発能力、実践力を身につける強い意欲を持つ人材を

国内外から広く求める。

入学者選抜

方針

・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、内部進学制度選抜、推薦入試、一般入試、及び、社会

人特別選抜等、時期および定員の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験及び外国語（英語）の成績は必須とする。外国語の成績には TOEIC の公

式認定証あるいは TOEFL の受験者用スコア票を利用する。

・内部進学制度選抜では、情報理工学位プログラム（博士前期課程）の修了予定者の中から、高い基礎力及

び研究能力を備えた人材を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材と選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。

学修の方法

・プロセス

・各学生は、指導教員のアドバイスを受けながら、各専門分野における研究課題を設定し研究を進める。

・研究セミナーにおいて、自身の研究の中間結果を英語で発表し、参加教員および学生からフィードバックを

得ることで、研究のブラッシュアップを行うとともに、英語によるプレゼンテーションおよび議論のスキルを向

上させる。

・研究成果は、国内外の査読付き雑誌論文または査読付き国際会議に投稿することで、研究の成果をアピー

ルするとともに、論文執筆およびプレゼンテーションのスキルを磨く。

・「研究型インターンシップ I/II」を受講し、企業や大学、研究機関等において研究業務に従事することで、異

なる環境における研究経験を積むとともにコミュニケーション能力などを向上させる。

・「異分野研究室インターンシップ I/II」を受講することで、自身の専門とは異なる、理工系分野の企業や大

学、研究機関等において研究業務に従事することで、異分野の知識を肉付けするとともにコミュニケーション

能力などを向上させる。

学修成果の

評価

・学修成果の評価は「達成度評価シート」に基づいて行われる。

・1 年次および 2 年次終了時点において指導教員とともに達成度評価シートをチェックし、その時点での達成

度を確認する。

・必修科目「情報理工後期特別研究」、「情報理工後期特別演習 A」において、指導教員により、研究の進捗

に関する確認を受ける。

・「情報理工後期特別演習 B」において研究の中間発表を行い、評価を受ける。

・最終審査においては、別途定める学位審査基準に基づいた審査を行うとともに、審査委員会によって達成度

評価シートをチェックする。

アドミッション・ポリシー

求める人材 本プログラムでは、情報分野に関する専門的知識と技術力、および理工学のいずれかの問題領域に対する

強い関心を持ち、専門的知識や技術力、専門的研究開発能力、実践力を身につける強い意欲を持つ人材を

国内外から広く求める。

入学者選抜

方針

・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、内部進学制度選抜、推薦入試、一般入試、及び、社会

人特別選抜等、時期および定員の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験及び外国語（英語）の成績は必須とする。外国語の成績には TOEIC の公

式認定証あるいは TOEFL の受験者用スコア票を利用する。

・内部進学制度選抜では、情報理工学位プログラム（博士前期課程）の修了予定者の中から、高い基礎力及

び研究能力を備えた人材を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材と選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。

学修の方法

・プロセス

・各学生は、指導教員のアドバイスを受けながら、各専門分野における研究課題を設定し研究を進める。

・研究セミナーにおいて、自身の研究の中間結果を英語で発表し、参加教員および学生からフィードバックを

得ることで、研究のブラッシュアップを行うとともに、英語によるプレゼンテーションおよび議論のスキルを向

上させる。

・研究成果は、国内外の査読付き雑誌論文または査読付き国際会議に投稿することで、研究の成果をアピー

ルするとともに、論文執筆およびプレゼンテーションのスキルを磨く。

・「研究型インターンシップ I/II」を受講し、企業や大学、研究機関等において研究業務に従事することで、異

なる環境における研究経験を積むとともにコミュニケーション能力などを向上させる。

・「異分野研究室インターンシップ I/II」を受講することで、自身の専門とは異なる、理工系分野の企業や大

学、研究機関等において研究業務に従事することで、異分野の知識を肉付けするとともにコミュニケーション

能力などを向上させる。

学修成果の

評価

・学修成果の評価は「達成度評価シート」に基づいて行われる。

・1 年次および 2 年次終了時点において指導教員とともに達成度評価シートをチェックし、その時点での達成

度を確認する。

・必修科目「情報理工後期特別研究」、「情報理工後期特別演習 A」において、指導教員により、研究の進捗

に関する確認を受ける。

・「情報理工後期特別演習 B」において研究の中間発表を行い、評価を受ける。

・最終審査においては、別途定める学位審査基準に基づいた審査を行うとともに、審査委員会によって達成度

評価シートをチェックする。

アドミッション・ポリシー

求める人材 本プログラムでは、情報分野に関する専門的知識と技術力、および理工学のいずれかの問題領域に対する

強い関心を持ち、専門的知識や技術力、専門的研究開発能力、実践力を身につける強い意欲を持つ人材を

国内外から広く求める。

入学者選抜

方針

・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、内部進学制度選抜、推薦入試、一般入試、及び、社会

人特別選抜等、時期および定員の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験及び外国語（英語）の成績は必須とする。外国語の成績には TOEIC の公

式認定証あるいは TOEFL の受験者用スコア票を利用する。

・内部進学制度選抜では、情報理工学位プログラム（博士前期課程）の修了予定者の中から、高い基礎力及

び研究能力を備えた人材を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材と選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。

学修の方法

・プロセス

・各学生は、指導教員のアドバイスを受けながら、各専門分野における研究課題を設定し研究を進める。

・研究セミナーにおいて、自身の研究の中間結果を英語で発表し、参加教員および学生からフィードバックを

得ることで、研究のブラッシュアップを行うとともに、英語によるプレゼンテーションおよび議論のスキルを向

上させる。

・研究成果は、国内外の査読付き雑誌論文または査読付き国際会議に投稿することで、研究の成果をアピー

ルするとともに、論文執筆およびプレゼンテーションのスキルを磨く。

・「研究型インターンシップ I/II」を受講し、企業や大学、研究機関等において研究業務に従事することで、異

なる環境における研究経験を積むとともにコミュニケーション能力などを向上させる。

・「異分野研究室インターンシップ I/II」を受講することで、自身の専門とは異なる、理工系分野の企業や大

学、研究機関等において研究業務に従事することで、異分野の知識を肉付けするとともにコミュニケーション

能力などを向上させる。

学修成果の

評価

・学修成果の評価は「達成度評価シート」に基づいて行われる。

・1 年次および 2 年次終了時点において指導教員とともに達成度評価シートをチェックし、その時点での達成

度を確認する。

・必修科目「情報理工後期特別研究」、「情報理工後期特別演習 A」において、指導教員により、研究の進捗

に関する確認を受ける。

・「情報理工後期特別演習 B」において研究の中間発表を行い、評価を受ける。

・最終審査においては、別途定める学位審査基準に基づいた審査を行うとともに、審査委員会によって達成度

評価シートをチェックする。

アドミッション・ポリシー

求める人材 本プログラムでは、情報分野に関する専門的知識と技術力、および理工学のいずれかの問題領域に対する

強い関心を持ち、専門的知識や技術力、専門的研究開発能力、実践力を身につける強い意欲を持つ人材を

国内外から広く求める。

入学者選抜

方針

・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、内部進学制度選抜、推薦入試、一般入試、及び、社会

人特別選抜等、時期および定員の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験及び外国語（英語）の成績は必須とする。外国語の成績には TOEIC の公

式認定証あるいは TOEFL の受験者用スコア票を利用する。

・内部進学制度選抜では、情報理工学位プログラム（博士前期課程）の修了予定者の中から、高い基礎力及

び研究能力を備えた人材を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材と選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。

・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、内部進学制度選抜、一般入試、及び、社会人特別選抜

等、時期および募集人数の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験は必須とする。

・内部進学制度選抜では、情報理工学位プログラム（博士前期課程）の修了予定者の中から、高い基礎力及

び研究能力を備えた人材を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材と選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。

・ 「大学院共通科目」、 「学術院共通専門基盤科目」、 「研究群共通科目群」等を通じて、多様な分野に関する

深い専門的知識や技術力を身につける。

・ TA （Teaching Assistant）やTF （Teaching Fellow）の活動や研究室での後輩への研究指導などを通じて、マ

ネジメント能力を身につける。

・修了予定年度の4月中に、指導教員とともに達成度評価シートをチェックし、その時点での達成度を確認する。
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